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怒りを爆発させる養父とその家族への 5年間の支援過程  
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ジェネレイショナル・サイクルの視点からの考察   
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ていた 18 事例 31 名の児童の個別事例記録を対象とした。個別事例記録から事例の背景を
特徴づける項目を選び，さらに客観的指標となりうる 20 項目を選択した。この 20 項目に
ついて，コレスポンデンス分析を用いて検討したところ，児童養護施設に入所した家族の
背景は，「養育への固執群」「祖父母世代からの自立葛藤群」「社会生活不安定群」の 3 つ





第 7章 研究２ 再婚家庭を作るプロセスで生じた身体的虐待の事例：          
怒りを爆発させる養父とその家族への 5年間の支援過程  
第 7 章から 9 章までは，児童養護施設における家族支援の事例を提示し，上記の 3 分類
に照合しながら，施設入所に至るパターンについて検討を深めることを目的とした。 
第 7 章は，養育への固執群の一例として，養父による身体的虐待が生じて施設入所とな
























第 9章 研究４ 夫婦間暴力被害のなかで生じたネグレクトの事例： 
子どもと親のレジリエンスを育てる 9年間の支援過程  












































今後の研究課題であるとした。                        以上 
